円山動物園　中・高校生(修学旅行生)用ワークブック　先生用資料




動物園の動物を通して、北海道や札幌の歴史、動物の生態や環境、社会における動物園の役割を理解し、社会人としての基盤づくりの一つにする。

　一般的に動物園の役割は、レクリエーション施設としての認識は高いが、その他に自然保護、種の保存、調査・研究、情操・環境教育の施設として役割をもって、社会では機能していることが解る。

　ワークブックを実施することで、園内全体を観覧することができます。また、動物をよく観察しなければ、ワークブックが完成できないようになっています。

　　　　　　　
円山動物園パチリ調査隊から、生徒の実態や滞在時間に見合ったワークブックを選択します。
　生徒は園内の数種類の動物に関する質問と感想に答えて、動物と記念撮影をしながら見学をします。
生徒が動物園のことをグループ単位で振り返っていただき、社会に向けた意見をグループごとに「私たちの円山動物園宣言」としてまとめます。まとめた宣言は円山動物園宛に郵送いただくと、その宣言を円山動物園で1年間一般来園者へ展示いたします。
注意：学校名及び学年等が公表されますので、事前にご了解の上で送付してください。

また、個人情報の有無にご注意ください。
　
円山動物園　パチリ調査隊集　･･･別紙ワークブック
1 アライグマ：キーワード「野生動物からペット、そして…特定外来生物」

2 ニホンザル：キーワード「山は誰かのものなの？…共存」

3 エゾヒグマ：キーワード「北海道は誰のもの？開発で生息地が…共存とは」

4 タンチョウ：キーワード「絶滅の危機から保護活動で回復、そして…」
· 人間と動物に関係している事柄を、キーワードとして表しています。各ワークブックではキーワードに基づいて、動物にまつわる歴史、野生の状況、地球環境について解説しています。
　　　　　　　　　　　　動物園で行う学習を知ろう
「テーマ：動物園に行くことが楽しみになる！」
　生徒の実態や滞在時間に見合ったワークブックを選択して、生徒に配布をします。
園内の数種類の動物に関する質問に答えて、記念撮影をしながら動物園を見て周ること、意見欄はオープンアンサーということを説明します(生徒の感性を大切にする)。
ホームページに掲載されている園内マップを参考にして、ワークブックの中の動物と出会えるように確認します。

　　　　　　円山動物園のことや観察する動物について調べさせる。


　　　　　　　　　　 動物をよく観察しよう　「テーマ：楽しく発見！」
「ワークブック：パチリ調査隊」を使用
動物を観察して、ワークブックを完成させます。ワーブックの解説、動物との記念撮影を実施することで、新たな発見や気づきが生まれ、動物の素晴らしさ、環境の大切さについて実感することができます。

動物をよく観察して、動物のことを理解させる。

 　　　　　　　　　 パチリ調査隊から、動物園を観覧して新たな発見を、

意見にまとめて宣言しよう　「テーマ：つながりを考える！」
　　　　　　　　　　  　
動物園のことを振り返り、生徒がグループ単位で社会への意見をまとめます。
動物園で感じたことを「私たちの円山動物園宣言」として、円山動物園宛に郵送することにより、円山動物園で1年間ＰＲが可能です。

動物を思い出して円山動物園宣言をさせる。

「円山動物園　パチリ調査隊」





対象　中・高校生




















目標


























教科内でできる環境教育教材








円山動物園環境教育教材
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事前学習





事後学習





























進め方





③








動物の見方が変わり興味を持つようになる





ポイント








このプログラムの特徴











人と動物と環境のつながりを考える























ポイント





動物園学習
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動物園に行くことが楽しみになる





ポイント








背景
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